
紋別市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・人口減少、少子高齢化等によるバス利用者の減少
・将来に渡る持続可能な地域の「足づくり」
・利便性の高い効率的な公共交通の実現
・公共交通に関する市民意識の向上
・利用しやすい環境整備

○計画推進事業の主な内容
・公共交通マップの作成
・バスの乗り方教室の実施
・地域におけるワークショップの開催

○地域公共交通の現況

･地域間幹線系統（上渚滑線、滝上線、遠軽線、興部線、雄武線）
･都市間バス（紋別～旭川、紋別～札幌）
･スクールバス（中渚滑エリア、元紋別・小向エリア、沼の上エリア、

宇津々エリア、藻別エリア、上渚滑エリア、中立牛エリア）

紋別市

紋別市では公共交通を取り巻く問題、課題解決のため、平成21年2月に「紋別市地域公共交通総合連携計画」を策定し、サービス水準を維持したまま、効率的で継続可能な地域
交通体系の構築を目指している。
連携計画では「バス路線網の再編・公共交通空白地帯の対策の推進」に係る事業を行うこととし、その一事業として、放物線上に延びていた市内4路線を2つの循環線（北循環線・
南循環線）に統合・再編し、平成23年度から本格運行を開始している。上藻別線は、少人数の需要に効率的な運行方法として、平成24年度から一部区間を予約制により本格運行
している。
今後も人口減少や超高齢化社会への対応に向け、効率的で利便性が高い持続可能な公共交通の構築が求められている。 そのため、平成30年3月に「紋別市地域公共交通網
形成計画」を策定し、まちづくりや福祉、教育、観光などと連携した面的で持続可能な公共交通網の再構築を目指すこととした。

概 要

平成２０年１月１８日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

①平成30年6月21日 平成30年度第1回協議会
H29年度事業、決算報告、H30年度事業計画、予算
平成31年度フィーダー計画について 他

②平成31年1月9日 平成30年度第2回協議会
･地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 他



・計画に位置付けられたとおり、事業は適切に実施された。

紋別市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

公共交通マップの作成
・ 本事業で作成した「紋別市内バス路線マップ」が市民に好評であったことから、現在バス利用が少ない市内在住の外国人技能
実習生等のバス利用促進を図るため、外国語標記のバス路線マップの作成が必要と考える。
バスの乗り方教室
・バスの乗り方教室未実施の小中学校、高等学校に対しても、実施に向けた働きかけを行う。
ワークショップの開催
・公共交通の役割や必要性を考える機会として、バスの利用・未利用、年齢に関わらず幅広い市民の参加を促し、公共交通に対
する意識を高めるため、今後の実施について検討する。

公共交通マップの作成
・市内公共交通を網羅した「紋別市内バス路線マップ」を作成し、広報もんべつ
１２月号に折り込み全戸配付を行った。
バスの乗り方教室の実施
・紋別市立南丘小学校にて、実際の車両を用いて死角体験、車両見学、バスの
乗り方教室を実施。その他、イベント等で車両見学やバスの乗り方を説明した。
・外国人向けには２月中旬から実施している。
ワークショップの開催
・ＮＰＯ法人まちづくり支援センター代表理事 為国 孝敏氏、北見工業大学教
授 髙橋 清氏を講師として招き、「みんなの足づくりを考える」をテーマとして
ワークショップを開催し、参加者の公共交通に対する意識が高まった。

・バスの乗り方教室及びワークショップの実施により、積極的な利用促進及び地域の声を積極的に取り入れる取組をされている点は評価する。

・地域公共交通の改善に向けた取組は、一過性のものではなく、継続的な実施が求められることから、地域が実施した事業の内容を振り返って、目標
の達成状況などを評価・分析し、次の取組に反映していくという継続的な取組が重要であると考える。
・公共交通マップ作成は、今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立ったわかりやすい情報提供となっているかなどの継続した評
価・検証が必要である。
・引き続き公共交通確保維持に向けた取り組みを実施していくことを期待する。

●地方運輸局における二次評価結果

●計画推進事業の今後の改善点

●計画推進事業の結果概要 ●計画推進事業実施の適切性


